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1

取
得
し
た
方
々
で
す
。年
齢
層
も
20
歳
台
か

ら
70
歳
台
と
幅
広
く
、職
種
も
農
業
、販
売

業
、接
客
業
、主
婦
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

会
は
、「
食
育
部
会
」「
販
売
促
進
部
会
」

「
情
報
発
信
部
会
」の
三
部
会
に
分
か
れ
、

部
会
長
が
中
心
と
な
って
活
動
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、会
の
名
誉
会
長
に
は
、渥
美
半
島

☆き
ら
り

観
光
大
使
で
も
あ
る「
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
」が

任
命
さ
れ
、「
ベ
ジ
エ
ー
ル
渥
美
」の
マ
ス
コッ
ト

的
役
割
を
担
って
い
ま
す
。

　

会
で
は
、今
後
、日
本
野
菜
ソ
ム
リ
エ
協
会

な
ど
の
催
し
で
自
己
の
レ
ベル
ア
ッ
プ
を
図
り

つ
つ
、学
校
、保
育
園
な
ど
で
の
食
育
活
動
、

イ
ベ
ン
ト
で
の
農
産
物
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　

そ
し
て
、渥
美
半
島
田
原
市
産
の
野
菜
の

良
さ
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、新
鮮
な
野

菜
が
身
近
に
あ
る「
幸
せ
」を
感
じ
て
も
ら

い
、さ
ら
に
は
日
本
全
国
に
こ
の
良
さ
を
広

め
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
の「
ベ
ジ
エ
ー
ル
渥
美
」の
活
躍
に
、ぜ

ひ
、ご
注
目
く
だ
さ
い
。

渥
美
半
島
の
農
産
物
の

魅
力
を
発
信

す
る
応
援
隊
が
田
原
市
に
発
足
し
ま
し

た
。名
前
は
、「
ベ
ジ
エ
ー
ル
渥
美
」。渥
美

半
島
の
野
菜（
ベ
ジ
タ
ブ
ル
）を
応
援（
エ

ー
ル
）す
る
と
い
う
意
味
を
込
め
て
命
名

さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
す
べ
て
ジ
ュ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ

エ
の
資
格
取
得
者
で
す
。会
員
数
は
現
在

26
名
で
す
。う
ち
20
名
は
平
成
25
年
度
田

原
市
予
算
に
よ
り
実
施
し
た「
ジ
ュニ
ア
野

菜
ソ
ム
リ
エ
講
座（
日
本
野
菜
ソ
ム
リ
エ
協

会
）」の
修
了
生
、６
名
は
自
主
的
に
資
格
を

V
egetable Som

m
elier

野
菜
や
果
物
の
魅
力
を
伝
え
る

組
織
が
田
原
市
に
誕
生

市政の話題

◦ベジエール渥美の皆さんと田原市長

　　  「交通死亡事故多発非常事態宣言」発令中

　　         　【発令期間】  ６月１４日㊏ まで　
❖ 安全運転について、家族で話し合いましょう

田原市において、４月と５月に交通死亡事故が連続的に発生しました。５月１５日現在の死者数は、昨年一年間（３人）
を既に上回る４人となり、悲惨な交通事故に歯止めがかからない状況にあります。 交通事故の防止は、市民一人一人
が常に考え、取り組まなければならない重要な課題です。 「交通ルールを守ること」「正しい交通マナー」について、ぜ
ひご家庭で話してみてください。そして、交通事故を起こさない方法、交通事故から身を守る方法を家族で考えてみ
ましょう。

❖ シートベルト着用を徹底しましょう

４月、５月に市内で発生した２件の死亡事故では、運転手
がシートベルトを着用していれば、死亡事故にまで発展
しなかったのではないかと考えられています。皆さん
もシートベルトの着用を徹底し、安全な運転に努めま
しょう。

▶市民協働課☎23局3504
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❖
な
く
そ
う
！
不
法
投
棄

　

５
月
30
日（
金
）～
６
月
５
日（
木
）は『
全
国
ご

み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
』で
、全
国
で
不
法
投

棄
を
な
く
す
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。田

原
市
に
お
い
て
も
、清
掃
活
動
の
支
援
や
、ご
み
持

ち
帰
り
の
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は「
し
な
い
」こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、「
さ
せ
な
い
」環
境
づ
く
り
も
大
切
で
す
。日
ご

ろ
か
ら
ご
自
身
の
土
地
や
、家
の
周
り
の
道
路
な

ど
を
き
れ
い
に
保
つ
よ
う
に
気
を
配
る
こ
と
が
不

法
投
棄
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

む
や
み
に
ご
み
を
捨
て
る
と
、法
律
で
罰
せ
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
み
の
ポ
イ
捨
て
・
不
法

投
棄
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
の
分
別
に
つ
い

て
は
、ご
家
庭
の「
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
ご

確
認
い
た
だ
き
、マ
ナ
ー

を
守
っ
て
の
ご
み
出
し

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８

23
局
０
１
８
０

■ わたしの地区の 廃棄物減量等推進員 さん
　平成 26 年度の各地区の廃棄物減量等推進員は次のとおりです。各地区から選出された推進員さ
んには、ごみの適正処理や減量化などを目的に、各ごみステーションにおける分別指導などの活動
を行っていただきます。
　ごみ減量・ごみ出しマナーの向上にご協力をお願いします。

【敬称略】

私
た
ち
の
ま
ち
を

も
っ
と
美
し
く

◉
六
連
校
区 

長
上　
　
　
　

彦
坂
孝
浩　

久
美
原　
　
　

鈴
木
伸
治　

浜
田　
　
　
　

西
山
正
一　

百
　々
　
　
　

西
山
健
次　

新
浜　
　
　
　

植
村
伸
雄　

◉
神
戸
校
区 

川
岸　
　
　
　

大
岩
光
広　

漆
田
一
区　
　

河
野
安
之
助

　
　
　
　
　
　

彦
坂
伸
男　

漆
田
二
区　
　

井
上
則
行　

漆
田
三
区　
　

志
賀
庄
二　

東
赤
石　
　
　

髙
和
文
夫　

サ
ン
コ
ー
ト　

金
子
桃
代　

神
戸
市
場　
　

伊
藤
邦
敏　

青
津　
　
　
　

髙
和
佳
行　

希
望
が
丘　
　

瓜
生
定
幸　

赤
松　
　
　
　

河
合
信
好　

志
田　
　
　
　

山
口　

開　

新
美　
　
　
　

伊
藤
文
子　

南
町　
　
　
　

鈴
木
敏
弘　

谷
ノ
口　
　
　

日
比
野
眞
佐
男

東
ヶ
谷　
　
　

尾
川
卓
司　

◉
大
草
校
区 

大
草　
　
　
　

松
本
治
己　

大
草
団
地　
　

山
田
一
三　

◉
田
原
東
部
校
区 

相
川　
　
　
　

今
田
和
也　

谷
熊　
　
　
　

岡
本
雄
志　

や
ぐ
ま
台　
　

千
田　

勲　

豊
島　
　
　
　

仲
谷
英
男　

　
　
　
　
　
　

河
邉
昌
昭　

御
殿
山　
　
　

末
森
健
一　

◉
田
原
南
部
校
区 

大
久
保　
　
　

鈴
木
勝
美　

　
　
　
　
　
　

河
合
洋
平　

◉
童
浦
校
区 

吉
胡　
　
　
　

菰
田
幸
信　

木
綿
台　
　
　

藤
村
裕
子　

吉
胡
台　
　
　

中
泉
英
男　

浦　
　
　
　
　

八
木
美
典　

　
　
　
　
　
　

中
神
純
一　

西
浦　
　
　
　

八
木
久
二　

波
瀬　
　
　
　

向
坂
正
次　

姫
見
台　
　
　

柴
田　

洋　

片
浜　
　
　
　

小
林
和
広　

白
谷　
　
　
　

藤
城
好
昭　

光
崎　
　
　
　

鈴
木
浩
司　

片
西　
　
　
　

水
田
一
規　

◉
田
原
中
部
校
区 

一
番
東　
　
　

河
邉
曉
雄　

一
番
西　
　
　

鈴
木
正
行　

三
番
組　
　
　

近
藤
治
夫　

四
番
組
東　
　

藤
城
克
夫　

四
番
組
西　
　

大
場
一
男　

四
番
組
南　
　

鳥
居　

督　

蔵
王
東
ヶ
丘　

松
岡
康
幸　

蔵
王
南
ヶ
丘　

榎
川　

弘　

萱
町
一
区　
　

大
久
保
寛　

萱
町
二
区　
　

神
谷
幸
治　

萱
町
三
区　
　

髙
久
昭
夫　

本
町　
　
　
　

柴
田
辰
美　

新
町　
　
　
　

夏
井
一
彦　

◉
衣
笠
校
区 

加
治　
　
　
　

八
木　

稔　

　
　
　
　
　
　

前
田
廣
志　

衣
笠　
　
　
　

立
岩　

薫　

八
軒
家　
　
　

安
藤
三
司　

藤
七
原　
　
　

藤
城　

誠　

鎌
田　
　
　
　

髙
野
利
広　

東
滝
頭　
　
　

加
藤
公
樹　

赤
石　
　
　
　

椎
山
裕
二　

◉
野
田
校
区 

芦　
　
　
　
　

伊
藤
健
作　

南　
　
　
　
　

鈴
木
優
和　

彦
田　
　
　
　

河
合
正
明　

雲
明　
　
　
　

藤
井
博
之　

保
井　
　
　
　

渡
邉
峰
男　

東
馬
草　
　
　

渥
美
重
義　

山
ノ
神　
　
　

藤
江
秀
樹　

西
馬
草　
　
　

鋤
柄
愼
昭　

今
方　
　
　
　

小
谷
和
洋　

北
海
道　
　
　

河
合
英
利　

野
田
市
場　
　

河
合
廣
光　

仁
崎　
　
　
　

河
邉　

治　

ほ
る
と
台　
　

本
多　

進　

◉
高
松
校
区 

高
松　
　
　
　

伊
藤
政
道　

　
　
　
　
　
　

林　

信
夫　

◉
赤
羽
根
校
区 

赤
羽
根
東　
　

本
多
昌
仁　

赤
羽
根
中　
　

後
藤
彰
美　

赤
羽
根
西　
　

鈴
木　

昇　

◉
若
戸
校
区 

池
尻　
　
　
　

杉
原
敏
元　

若
見　
　
　
　

田
中
通
裕　

越
戸　
　
　
　

渡
會
輝
夫　

◉
和
地
校
区 

和
地
一
色　
　

荒
木
和
人　

和
地　
　
　
　

間
瀬
康
広　

土
田　
　
　
　

河
合
一
成　

◉
堀
切
校
区 

堀
切　
　
　
　

小
久
保
善
和

小
塩
津　
　
　

杉
浦
幹
弥　

◉
伊
良
湖
校
区 

伊
良
湖　
　
　

糟
谷
芳
伸　

日
出　
　
　
　

小
久
保
正
之

◉
亀
山
校
区 

亀
山　
　
　
　

本
田
敏
郎　

西
山　
　
　
　

萩
原
明
正　

◉
中
山
校
区 

中
山　
　
　
　

岸
上　

明　

　
　
　
　
　
　

小
川
満
男　

小
中
山　
　
　

森
下
田
嘉
治

　
　
　
　
　
　

伊
藤
康
弘　

◉
福
江
校
区 

長
沢　
　
　
　

山
本　

正　

福
江　
　
　
　

杉
原　

護　

　
　
　
　
　
　

石
井
幹
男　

保
美　
　
　
　

吉
田
有
二　

　
　
　
　
　
　

森
下
明
紀　

向
山　
　
　
　

小
野
秀
喜　

◉
清
田
校
区 

山
田　
　
　
　

田
中
瑞
夫　

高
木　
　
　
　

鈴
木　

誠　

折
立　
　
　
　

杉
浦
芳
彦　

古
田　
　
　
　

鈴
木
正
三　

　
　
　
　
　
　

鈴
木
淳
一　

◉
泉
校
区 

宇
津
江　
　
　

鈴
木
克
之
助

江
比
間　
　
　

山
内　

治　

八
王
子　
　
　

大
久
保
徹　

村
松　
　
　
　

河
合
安
司　

馬
伏　
　
　
　

渡
邉
義
和　

伊
川
津　
　
　

鈴
木
荘
彦　

石
神　
　
　
　

伊
藤
輝
男　

夕
陽
が
浜　
　

松
下
和
久　



平成26年6月1日 │　 │4

　

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
は
、女
性
の
8
割
が

一
度
は
か
か
る
あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ

Ｖ
：
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）で
す
。

　

田
原
市
で
は
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
検
査
を
30
歳
～

65
歳
の
方
を
対
象
に
、６
月
か
ら
実
施
す
る

子
宮
頸
が
ん
検
診
に
導
入
し
ま
す
。

　

今
ま
で
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検

査
を
併
用
す
る
こ
と
で
、非
常
に
精
度
が
よ

く
な
る
た
め
、子
宮
頸
が
ん
に
な
る
前
に
発

見
・
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▪
子
宮
頸
が
ん
の
初
期
は
、自
覚
症
状
ほ

ぼ
な
し

　

子
宮
頸
が
ん
は
、子
宮
の
入
り
口
に
で
き

る
が
ん
で
す
。

▪
20
年
間
で
２
～
３
倍
も
増
加　

　

今
、若
い
女
性
に
子
宮
頸
が
ん
が
増
え
て

い
ま
す
。

▪
教
え
て
夏
目
さ
ん
！

Ｑ
．ど
う
や
っ
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
し
ま
す
か
？

Ａ
．い
く
つ
か
の
感
染
経
路
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、性
交
渉
に
よ
っ
て
感
染
す

る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

Ｑ
．Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
し
た
ら
ど
う
な
る
の
？

Ａ
．ほ
と
ん
ど
の
人
は
２
年
以
内
に
自
身
の
免

疫
力
で
自
然
に
排
除
さ
れ
ま
す
。ご
く
一

部
の
人
は
感
染
が
長
期
化
し
、が
ん
に
進

行
し
ま
す
。が
ん
に
な
る
前
に
発
見
す
れ

ば
、簡
単
な
治
療
で
完
治
で
き
ま
す
。そ

の
後
は
妊
娠
・
出
産
を
含
め
、い
つ
も
と
変

わ
ら
な
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子宮頸がん検診が
変わります！
ＨＰＶ検査が子宮頸がん検診と同時に受けられるように
なり、子宮頸がんになる前に発見・治療が可能に

■子宮頸がん・体がんの特徴 ■子宮の内面

■子宮頸がんの発生率の推移

がんの種類 部位 発症年齢 原因

子宮頸がん 子宮頸部（子宮
の入り口）

主に30～40歳代
（20～30歳代に
急増中）

ヒトパピロー
マウイルス

（ＨＰＶ）

子宮体がん 子宮体部（子宮
本体の内側）

主に50～60歳代
（更年期～閉経後）

主にホルモ
ンバランス
の異常

健康課☎23局3515

保健師の夏目が
ご紹介します。

卵巣 卵巣

膣

子宮

卵管

子宮頸部
子宮頸がん

子宮体がん

子宮体部子宮体部

国立がんセンターがん対策情報センター　地域癌登録全国推計によるがん罹患データ（1998年～2008年）

15-
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歳
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▪
発
病
ま
で
平
均
10
年
。

　

が
ん
に
な
る
前
に
発
見
し
、治
療
す
れ
ば

完
治
で
き
ま
す
。子
宮
頸
が
ん
は
定
期
的

な
検
診
で
予
防
で
き
ま
す
。

▪
子
宮
頸
が
ん
検
診
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査

【
細
胞
診
】が
ん
を
疑
う
異
常
細
胞
が
あ
る

か
ど
う
か
の
検
査
で
す
。子
宮
の
入
り

口
の
表
面
か
ら
採
取
し
た
細
胞
を
顕
微

鏡
で
調
べ
ま
す
。小
さ
な
ブ
ラ
シ
で
、軽

く
こ
す
っ
て
細
胞
を
採
取
す
る
の
で
、

検
査
は
1
分
程
度
で
終
わ
り
ま
す
。痛

み
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

【
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
】細
胞
が
、子
宮
頸
が
ん
の

原
因
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

る
か
を
調
べ
ま
す
。「
細
胞
診
」の
際
に

採
取
し
た
同
じ
細
胞
を
利
用
し
て
検
査

が
可
能
で
す
。

▪
子
宮
頸
が
ん
検
診
が
豊
橋
市
内
の
15

医
療
機
関
で
も
受
診
可
能
に

　

検
診
を
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
が
３

カ
所
か
ら
15
カ
所
に
拡
大
し
ま
し
た
。

HPV感染から5～10年以上かけて、一部がんへと移行します。

正常な細胞 HPVに
感染した細胞
※ほとんどが自然消滅する

約10％ 約10％
約10～
30％

HPVに
持続感染
した細胞

前がん状態
（異形成）

がん細胞

HPVが自然消滅すれば、
細胞は正常に戻ります

子宮頸がん検診で発見でき、
治療すればがんにはなりません

検診の種類 対象者
（平成 27 年４月１日時点） 自己負担金

子宮頸がん検診 20 歳以上で職場等で受診
機会のない女性 無料

ＨＰＶ検査
30 ～ 65 歳の女性で子宮
頸がん検診と同時にＨＰＶ検
査を希望する人

2,000 円（ 約 5,000
円の検査が市の助成で
2,000 円で受けられ
ます。）

■田原市の子宮頸がん検診とＨＰＶ検査

■正常な細胞ががん細胞になるまで

■子宮頸がん検診実施医療機関
田原市内の医療機関

豊橋市内の医療機関

所在地 医療機関名 電話番号

豊島町 金武医院 22 局 3481

神戸町 渥美病院健康管理センター 22 局 9698

江比間町 北山医院 37 局 1997

所在地 医療機関名 電話番号 所在地 医療機関名 電話番号

平川本町 井嶋産婦人科医院 （0532）63 局 1351 飯村町 豊橋医療センター （0532）62 局 0301

仲ノ町 今泉産婦人科医院 （0532）62 局 7173 東幸町 中岡レディスクリニック （0532）63 局 5588

つつじが丘2 小石マタニティ＆チルドレ
ンクリニック （0532）66 局 1212 南松山町 パークベルクリニック （0532）56 局 0020

吾妻町 光生会病院 （0532）61 局 3024 福岡町 端山産婦人科 （0532）45 局 1208

北山町 ジュンレディースクリニッ
ク豊橋 （0532）38 局 0306 牟呂町 ひらでかおるクリニック （0532）37 局 5731

つつじが丘2 つつじが丘ウイメンズクリ
ニック （0532）66 局 5550 新本町 竹内産婦人科 （0532）52 局 3453

対象者には、受診券が
送付されています。
がんになる前に
検査を！！

愛知県内で
３市のみが実施！

夕方でも受診可能な
医療機関もあります。
仕事帰りにどうぞ。
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災
害
時
の
強
い
味
方

　

平
成
26
年
２
月
、
消
防
署
に
新
し
い
大

型
水
槽
車
が
納
入
さ
れ
ま
し
た
。
水
槽
に

は
10
ト
ン
の
水
が
積
載
さ
れ
、
火
災
時
に

は
消
火
用
水
と
し
て
、
ま
た
、
災
害
時
に

は
備
え
付
け
の
専
用
蛇
口
を
取
り
付
け
る

こ
と
で
飲
料
水
と
し
て
も
利
用
が
可
能
で

す
。

　

ア
ル
ミ
製
水
槽
の
採
用
に
よ
り
軽
量
化

が
実
現
で
き
た
こ
と
で
以
前
と
比
べ
て
小

排
気
量
と
な
り
、
さ
ら
に
、
水
を
送
る
た

め
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
は
、
こ
れ
ま
で
の

２
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
か
ら
４
サ
イ
ク
ル

エ
ン
ジ
ン
に
変
更
し
、
環
境
に
配
慮
し
た

車
両
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

田
原
市
消
防
潜
水
隊

　

田
原
市
は
西
、
南
、
北
の
三
方
を
海
に

囲
ま
れ
、
一
年
を
通
し
て
釣
り
や
サ
ー

フ
ィ
ン
な
ど
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が
盛
ん

で
、市
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
然
を
相
手
に
す
る
難
し
さ

か
ら
、
時
に
は
事
故
が
起
き
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
市
で
は
、
水
辺
の
事
故
に

備
え
て
消
防

潜
水
隊
を
配

備
し
て
い
ま

す
。

　

潜
水
隊
員

は
潜
水
士

の
有
資
格
者

で
、
特
別
な

教
育
訓
練
を

修
了
し
た
者

で
す
。

　

潜
水
隊

は
、ボ
ー
ト
、

ス
キ
ュ
ー
バ

器
材
な
ど
を

保
有
し
、
現

場
到
着
ま
で

に
水
難
救
助

車
内
で
ダ
イ

ビ
ン
グ
ス
ー

ツ
に
着
替
え

る
な
ど
、
迅
速
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
水
難
事
故
は
潜
水
隊
だ
け
で

は
円
滑
に
活
動
で
き
ま
せ
ん
。
陸
上
や
、

ボ
ー
ト
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
が
と
て
も
大
切

で
す
。
こ
の
た
め
、
年
間
を
通
し
漁
港
や

プ
ー
ル
な
ど
で
連
携
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
相
互
の
技
術
向
上
や
連
携
を
図

る
た
め
、東
三
河
の
消
防
本
部
の
潜
水
隊
、

海
上
保
安
庁
と
も
合
同
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
消
防
防
災
力
強
化
！

　

　

平
成
26
年

３
月
、
総
務

省
消
防
庁
か

ら
田
原
市
に

消
防
車
両
と

資
機
材
が
無

償
で
貸
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

消
防
車
両

は
軽
自
動
車

で
、
小
型
ポ
ン
プ
を
搭
載
し
、
狭
い
道
な

ど
で
機
動
力
を
発
揮
し
ま
す
。資
機
材
は
、

大
型
テ
ン
ト
や
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
活
動
の

拠
点
と
な
る
も
の
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
エ
ン
ジ

ン
カ
ッ
タ
ー
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
い
っ
た

人
命
救
助
の
資
機
材
も
そ
ろ
っ
て
い
ま

す
。

　

貸
付
さ
れ
た
車
両
と
資
機
材
は
福
江
分

団
に
引
き
渡
さ
れ
、
大
規
模
災
害
時
の
心

強
い
味
方
に
な
り
ま
す
。

も
う
い
い
か
い

　火
を
消
す
ま
で
は

　ま
あ
だ
だ
よ 消太

救子

夏
号

◦貸付された消防車両

◦貸付された資機材

◦訓練を受ける消防団員

◦専用蛇口からの給水
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⑧
ク
ラ
ス
の
代
表
、学
級
○
○
○
。

⑩
今
年
の
干
支
は
？

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
英
語
で
特
別
の
こ
と
。

④
セ
ー
ル
で
買
え
ば
良
か
っ
た
。○

　

○
し
た
感
じ
。

⑤
喜
怒
哀
楽
の
表
情
が
出
る
と
こ
ろ

⑦
４
は
２
の
○
○
数
で
す
。

⑨
野
球
で
、相
手
の
隙
に
乗
じ
て
次

　

の
塁
を
占
め
る
こ
と
。

⑪
兵
庫
県
南
西
部
の
旧
国
名
。○
○

　

○
の
国
。

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
６
月
30
日（
月
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
・
消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
春
号
の
答
え　

ト
ウ
ケ
イ
】

（
応
募
総
数
39
通
中
、正
解
39
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
ウ
ォ
ー
タ
ー
メ
ロ
ン
を
日
本
語
で
い
う
と
？

②
刺
身
に
付
い
て
い
る
殺
菌
作
用
が
あ
る
葉
。

③
沖
縄
本
島
に
生
息
す
る
鳥
○
○
○
○
ク
イ
ナ

⑥
誘
い
寄
せ
る
た
め
に
利
用
す
る
手
段
○
○
○

　

捜
査
。

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５

23
局
２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。 ⑧

⑩

③

⑩D

⑪

①A ②

④C

⑤ ⑥

⑨

⑦ ⑧B

今回の救助資器材は「マンホール救助器具」を紹介します。

◉マンホール救助器具

　マンホール救助器具は、８段階に伸びる
三脚と３分の１の力で吊り荷を引き揚げるこ
とができる滑車をセットにした物です。用途
や対象物に合わせて高さを調節でき、高さ
は最大で２・３メ―トルまで伸ばす事ができます。使用用途は名前
の通り、マンホール内に取り残された要救助者を救出する際に使用
します。この救助器具は、最大で２名まで一度に吊り上げができる
ため、救助隊員がマンホール内に進入したり、救助隊員と要救助
者を一緒に地上へ引き揚げたり
する事が可能です。マンホール
救助器具は活動場所や用途が
限られますが、災害時には迅速
な活動ができるように基本的な
取り扱い訓練や現場を想定した
訓練などを行っています。



経
営
移
譲
に
つ
い
て

　
経
営
移
譲
と
は
、
経
営
主
が
高
齢
と
な

っ
て
き
た
た
め
、
後
継
者
が
代
わ
り
に
経

営
主
と
な
る
こ
と
で
す
。

　

農
業
者
年
金
（
経
営
移
譲
年
金
・
特
例

付
加
年
金
）
の
請
求
を
す
る
た
め
の
経
営

移
譲
を
例
に
す
る
と
、
左
表
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　

経
営
移
譲
に
は
、
他
に
も
手
続
き
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
「
現
況
届
」

提
出
を
お
忘
れ
な
く

受
付
期
間
は
６
月
30
日
月
ま
で

　
現
況
届
は
、
農
業
者
年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
必
要
な
毎
年
の
手
続
き
で
す
。
農

業
者
年
金
基
金
か
ら
年
金
受
給
者
あ
て
に

送
付
さ
れ
た
現
況
届
に
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、

平
成
25
年
７
月
１
日
以
降
の
裁
定
者
お
よ

び
支
給
停
止
解
除
者
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
現
況
届
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

●
提
出
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
内
）

　

赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー

　

渥
美
支
所
市
民
生
活
課

●
現
況
届
を
提
出
し
な
い
場
合

提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
農
業
者
年
金

の
支
給
が
一
時
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
受
給
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合

死
亡
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
死
亡
届

を
提
出
し
て
い
な
い
ご
遺
族
の
方
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
至
急
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

７
月
は
「
耕
起
月
間
」
で
す

耕
作
放
棄
地
の
解
消
・
予
防
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

農
地
は
、
一
度
遊
休
地
に
な
っ
て
し
ま

う
と
、
再
び
利
用
す
る
た
め
に
相
当
な
労

力
や
経
費
を
必
要
と
し
ま
す
。
ま
た
、
病

害
虫
が
発
生
し
た
り
、
環
境
へ
も
悪
影
響

を
及
ぼ
し
た
り
し
て
、
周
囲
に
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

　

農
業
委
員
会
で
は
、田
植
え
前
の
４
月
、

病
害
虫
発
生
前
の
７
月
、
雑
草
の
種
が
飛

散
す
る
10
月
を
「
耕
起
月
間
」
と
定
め
、

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
農

地
は
自
分
で
責
任
を
持
っ
て
、
適
正
な
管

理
を
し
ま
し
ょ
う
。
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番号 手続き 連絡先 電話番号

1

後継者または第三者
へ農地の権利移動

（農地法などの許可
により、譲渡または、
使用貸借、賃貸借し
て経営移譲する。）

農業委員会事務局 23 局 3519

2 経営所得安定対策事
業の申請名義 農政課 23 局 3517

3 農業共済に係る共済
関係の名義 愛知県農業共済組合 24 局 1789

4
農業所得に係る納税
申告の名義（第三者
移譲は不要）

豊橋税務署 （0532）52
局 6201

5
土地改良区の組合員
名義（第三者移譲は
不要）

田原市土地改良区 22 局 1589

6
農業協同組合の組合
員名義（第三者移譲
は不要）

愛知みなみ農業協同組合 34 局 0373

   

38
平成 26 年 6 月１日

http://www.city.tahara.aichi.jp/section/noui/

田原市農業委員会
☎23局3519／FAX22局3817
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平
成
26
年
度

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

確
定
の
お
知
ら
せ

　

田
原
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成

26
年
１
月
１
日
現
在
で
農
家
の
皆
さ
ん
か

ら
提
出
さ
れ
た
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
」
に
従
い
選
挙
人
名

簿
の
調
製
を
行
い
、
投
票
区
ご
と
の
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
者
数
を
、

３
月
31
日
に
確
定
し
ま
し
た
。（
左
表
参
照
）

田
原
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

　

７
月
27
日
に
任
期
満
了
と
な
る
田
原
市

農
業
委
員
会
委
員
（
定
員
20
名
）
の
一
般

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
立
候
補
予
定
者
お

よ
び
推
薦
者
な
ど
は
、
６
月
18
日
（
水
）

の
説
明
会
に
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
日
程

【
選
挙
運
動
・
立
候
補
事
務
手
続
説
明
会
】

６
月
18
日
（
水
）
／
午
後
１
時
30
分
～
／

市
役
所
講
堂
（
南
庁
舎
６
階
）

【
立
候
補
届
出
書
類
事
前
審
査
】
６
月
25

日
（
水
）
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時
／
市

役
所
講
堂
（
南
庁
舎
６
階
）

【
選
挙
告
示
・
立
候
補
受
付
】
６
月
29
日

（
日
）
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
／

市
役
所
講
堂
（
南
庁
舎
６
階
）

【
期
日
前
投
票
】
６
月
30
日
（
月
）
～
７

月
５
日
（
土
）
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後

８
時
／
市
役
所
大
会
議
室（
北
庁
舎
１
階
）

【
選
挙
立
会
人
届
出
期
限
】７
月
３
日（
木
）

／
午
後
５
時
ま
で
／
市
役
所
総
務
課
（
南

庁
舎
３
階
）

【
投
票
】
７
月
６
日
（
日
）
／
午
前
７
時

～
午
後
８
時
／
各
投
票
所

【
開
票
】
７
月
６
日
（
日
）
／
午
後
９
時

20
分
～
／
市
役
所
講
堂
（
南
庁
舎
６
階
）

▼
田
原
市
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）

☎
23
局
３
５
０
６

23
局
０
１
８
０

平
成
25
年
度
農
業
委
員
会
審
査
件
数

農
地
法
に
か
か
わ
る
手
続
き
な
ど

●
農
地
法
第
３
条
関
係

農
地
な
ど
に
つ
い
て
、権
利
の
設
定
ま
た

は
所
有
権
を
移
転
す
る
場
合
の
手
続
き

●
農
地
法
第
４
条
関
係

自
己
所
有
の
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途

に
す
る
場
合
の
手
続
き

●
農
地
法
第
５
条
関
係

　
農
地
な
ど
を
農
地
以
外
の
用
途
に
す
る

た
め
の
権
利
の
設
定
ま
た
は
所
有
権
を

移
転
す
る
場
合
の
手
続
き

●
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

　　

 

農
地
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Q
利
用
権
の
期
間
が
終
了
す
る
の
で
す

が
、
引
き
続
い
て
貸
す
場
合
は
ど
う
す

れ
い
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

A
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
る
、

利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
の
実
施
に
よ

っ
て
設
定
さ
れ
た
利
用
権
は
、
そ
の
存

続
期
間
が
満
了
す
れ
ば
、
自
動
的
に
終

了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
権
の
再
設
定
を
希
望
す
る
場
合
に

は
、
利
用
権
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
を

始
期
と
す
る
、
農
用
地
利
用
集
積
計
画
を

再
作
成
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
権
の
期
間
満
了
前
に
当
事

者
に
対
し
て
通
知
し
ま
す
の
で
、
再
設

定
を
希
望
す
る
申
出
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

投票区名 男 女 計 世帯数
東部 121 102 223 97

童浦 116 99 215 93

童浦第２ 86 71 157 67

大久保 124 113 237 89

中部 107 86 193 101

神戸 244 221 465 165

大草 75 66 141 50

野田 170 126 296 127

野田第２ 84 77 161 72

六連 143 138 281 95

高松 166 148 314 101

赤羽根 208 188 396 149

若戸 246 224 470 168

泉 185 158 343 121

伊川津 95 92 187 74

清田 182 145 327 125

福江 214 186 400 136

中山 278 250 528 164

小中山 188 170 358 127

亀山 167 137 304 101

伊良湖 86 84 170 56

堀切 228 205 433 147

和地 166 160 326 105

計 3,679 3,246 6,925 2,530

▪農業委員会委員選挙人名簿登載者数

種
別

件
数

面
積

売
買

55

５
万
４
３
６
１
㎡

交
換

10

１
万
２
４
７
２
㎡

贈
与

16

１
万
８
４
２
０
㎡

賃
貸
借

10

２
万
５
２
２
７
㎡

使
用
貸
借

9

５
万
８
７
０
８
㎡

計

100

16
万
9
１
８
８
㎡

種
別

件
数

面
積

許
可

９

８
１
０
１
㎡

届
出

９

３
２
３
８
㎡

計

18

１
万
１
３
３
９
㎡

種
別

件
数

面
積

許
可

38

２
万
１
０
６
６
㎡

届
出

45

２
万
１
９
９
２
㎡

計

83

４
万
３
０
５
８
㎡

種
別

件
数

面
積

売
買

102

15
万
４
７
６
４
㎡

貸
借

206

47
万
８
９
８
３
㎡

計

308

63
万
３
７
４
７
㎡
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
テ
ィニュ
ー
ス

4

5

月

月

　

農
業
祭
が
サ
ン
テ
パル
ク
た
は
ら
で
開
催
さ
れ
、約

１
万
６
０
０
０
名
が
来
園
し
ま
し
た
。会
場
に
は
、地

元
産
の
新
鮮
な
農
産
物
な
ど
を
手
ご
ろ
な
価
格
で

販
売
す
る
ブ
ー
ス
が
並
び
、買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。ま
た
、イ
ベ
ン
ト
の
最
後
を
飾
る
恒
例
の
も
ち

投
げ
は
、今
年
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
お
い
し
い

地
元
の
農
産
物
！

５
月
４
日［
祝
］

▲友好都市の長野県宮田村からも新鮮野菜などが届きました

　

表
浜
海
岸
共
同
パ
ト
ロ
ー
ル
が
赤
羽
根
海
岸
な

ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の

上
陸
・
産
卵
時
期
を
前
に
、愛
知
県
、田
原
市
、豊
橋

市
、警
察
、ウ
ミ
ガ
メ
保
護
団
体
な
ど
が
共
同
で
実

施
す
る
も
の
で
、約
40
名
が
清
掃
活
動
や
車
両
乗

り
入
れ
規
制
の
呼
び
か
け
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
は

き
れ
い
な
砂
浜
で

５
月
10
日［
土
］

▲上陸したウミガメが無事に産卵できるよう、清掃活動を行う参加者

　

伝
統
の
朝
市
、二
七
の
市い

ち

が
セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ

駐
車
場
か
ら
三
河
田
原
駅
の
駅
前
広
場
に
移
転

し
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。田
原
産
の
新
鮮
な
野
菜
や

花
な
ど
を
購
入
で
き
る
こ
の
市
。買
い
物
客
は
、販

売
者
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
目
当
て
の
商
品

を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

城
下
町「
田
原
」

早
朝
の
風
物
詩

４
月
27
日［
日
］

▲移転初日のこの日は、甘酒の振る舞いなども行われました
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
テ
ィニュ
ー
ス

4

5

月

月

　

神
戸
小
学
校
の
花
壇
が
、「
フ
ラ
ワ
ー
・
ブ
ラ

ボ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト（
Ｆ
Ｂ
Ｃ
）」で
愛
知
県
教
育
委

員
会
賞
に
輝
き
ま
し
た
。児
童
・
生
徒
が
学
校
の
花

壇
づ
く
り
を
通
し
て
、学
習
や
校
内
美
化
に
取
り
組

む
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
コ
ン
テ

ス
ト
。今
回
は
、名
古
屋
市
を
除
く
県
内
の
小
中
学

校
１
４
８
校
が
参
加
し
ま
し
た
。神
戸
小
学
校
の
花

壇
は
、昨
年
も
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、こ
れ
で

11
年
連
続
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

春
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

見
事
！
県
教
委
賞

５
月
2
日［
金
］

▲受賞した神戸小学校の花壇と園芸部の皆さん

　

田
原
市
博
物
館
で
鎧よ

ろ
い
を
着
て
み
よ
う
が
開
催
さ

れ
、親
子
な
ど
27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。現
代
の
鎧

師
が
作
成
し
た
鎧
を
着
て
、戦
国
武
将
気
分
を
味

わ
え
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、子
ど
も
の
日
の
恒
例

行
事
と
し
て
、毎
年
、人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
鎧
の
重
厚
な
着
心
地
に
最
初
は
驚
き

な
が
ら
も
、兜か

ぶ
と
の
緒
を
締
め
る
と
勇
ま
し
い
表
情

に
。着
付
け
後
は
、思
い
思
い
の
ポ
ー
ズ
で
家
族
と

記
念
撮
影
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

戦
国
武
将
の
よ
う
な

凛り

り々
し
い
立
ち
姿
！

５
月
５
日［
祝
］

▲戦国武将に親子で変身！貴重な体験に、子どもたちから笑顔がこぼれました



▪
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

河
邉
重し
げ
み
つ光
（
元
日
本
郵
政
公
社
職
員
／

郵
政
業
務
功
労
／
加
治
町
）

※
郵
政
分
野
に
ご
尽
力

平
川
竹た
け
よ節
（
元
加
治
保
育
園
園
長
／
児

童
福
祉
功
労
／
豊
橋
市
老
津
町
）

※
児
童
福
祉
分
野
に
ご
尽
力

募
集

W
A
N
TED

田
原
市
職
員

（
平
成
27
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

▪
第
１
次
試
験

▼
期
日
＝
７
月
27
日
（
日
）　

▼
場
所
＝

市
役
所
（
講
堂
［
南
庁
舎
６
階
］
ほ
か
）

▼
試
験
内
容
＝
教
養
試
験
・
作
文
試
験

（
技
術
職
以
外
）・
専
門
試
験
（
技
術
職
・

司
書
）・
事
務
適
性
検
査
（
消
防
職
は
消

防
適
性
検
査
）・
職
場
適
応
性
検
査
（
消

防
職
以
外
）

▪
第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
の
合
格
者
を
対
象
に
、
面

接
試
験
を
実
施
（
消
防
職
は
体
力
測
定
も

実
施
）
／
期
日
・
場
所
は
後
日
通
知

▪
申
し
込
み

　

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、持
参
ま
た
は
郵
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
て
／
募
集
要
項
、受
験
申
込
書
な
ど
は

表
彰

AW
A
R
D
S

叙
勲

　

次
の
方
々
が
、
永
年
に
わ
た
る
功
績
を

称
え
ら
れ
、叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
平
成
26
年
春
の
叙
勲

▪
旭き

ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う
し
ょ
う

日
双
光
章

大
河
茂し
げ
あ
き明
（
元
中
部
た
ば
こ
耕
作
組
合

組
合
長
／
た
ば
こ
耕
作
振
興
功
労
／
六

連
町
）

※
た
ば
こ
耕
作
の
振
興
に
ご
尽
力

▪
瑞ず

い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章

河
合
睦む
つ
み美
（
元
小
学
校
長
／
教
育
功
労

／
加
治
町
）

※
教
育
分
野
に
ご
尽
力

市
役
所
人
事
課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内

▪
受
付
期
間

　

６
月
２
日（
月
）～
27
日（
金
）／
土
・
日

曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

／
郵
送
は
６
月
27
日（
金
）消
印
有
効

▪
そ
の
他

◦
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）

に
該
当
す
る
方
、
外
国
籍
の
方
で
永
住

者
ま
た
は
特
別
永
住
者
の
在
留
資
格
の

な
い
方
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◦
採
用
後
の
給
与
は「
田
原
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
支
給
し

ま
す
。

◦
外
国
籍
の
方
は
、
採
用
後
の
任
用
に
一

部
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
人
事
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
７
４
０
４

23
局
０
１
８
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

平成26年6月1日 │　 │12

■田原市職員（平成27年４月１日採用予定）募集内容
募集職種 採用予定

人数 資格要件

事務職 7名程度 昭和 61 年 4 月 2 日以降に生まれた方

事務職
（身体障害者対象）※１ 若干名 昭和 49 年 4 月 2 日以降に生まれた方

司書 若干名
昭和 61 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、司
書資格を有する方または平成 27 年 3 月末日
までに取得見込みの方

技術職（土木） 若干名 昭和 61 年 4 月 2 日以降に生まれた方

技術職
（土木・有資格者） 若干名 昭和 49 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、1

級土木施工管理技士の資格を有する方

技術職（建築） 若干名 昭和 61 年 4 月 2 日以降に生まれた方

技術職（保健師） 若干名
昭和 61 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、保
健師資格を有する方または平成 27 年 3 月末
日までに取得見込みの方

保育職（新卒など） 4名程度
平成元年 4 月 2 日以降に生まれた方で、保育
士資格を有する方または平成 27 年 3 月末日
までに取得見込み※２の方

保育職（社会人） 若干名 昭和 36 年 4 月 2 日から平成元年 4 月 1 日
までに生まれた方で、保育士資格を有する方

消防職 3名程度 平成元年 4 月 2 日以降に生まれた方

消防職（救急救命士） 若干名
昭和 63 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、救
急救命士資格を有する方または平成 27 年 3
月末日までに受験資格取得見込みの方

※１…身体障害者手帳を所持している方で、活字印刷文による筆記試験および口頭試問試
験に対応でき、介護者なしに職務遂行が可能な方が受験できます。申し込みの際、身体
障害者手帳などの写しを提出してください。

※２…大学・短大の幼児教育科などの指定保育士養成施設で修学していない保育職の受験
希望者は、受験時点で保育士の資格を取得していなければ、受験することはできません。
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▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０

23
局
２
８
０
８

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
講
座　

受
講
生

　

災
害
時
に
、
被
災
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
調
整
役
と
な
る
「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
、
２
日
間
と
も

受
講
で
き
る
方　

▼
日
時
＝
７
月
27
日

（
日
）・
８
月
３
日
（
日
）
い
ず
れ
も
午
前

10
時
～
午
後
４
時　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉

セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室　

▼
申
し
込
み

＝
６
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
防
災
対
策
課　

☎
23
局
３
５
４
８

23
局
０
１
８
０

saigai@
city.tahara.aichi.jp

（
田
原
文
化
会
館
２
階
）　

▼
申
し
込
み
＝

直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
生
年
月
日
・
希
望
コ
ー
ス
を
明
記
）

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
・
申
し
込
み
中
の

コ
ー
ス
を
含
め
、
同
時
に
２
コ
ー
ス
ま
で

申
し
込
み
可　

※
休
館
日
＝
月
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
翌
平
日
）

田
原
市
臨
時
職
員

（
博
物
館
企
画
展
監
視
員
）

▼
募
集
人
員
＝
10
名
程
度　

▼
対
象
＝
健

康
な
方　

▼
採
用
期
間
＝
７
月
19
日（
土
）

～
８
月
31
日
（
日
）　

▼
勤
務
場
所
＝
田

原
市
博
物
館　

▼
勤
務
内
容
＝
展
示
室
監

視　

▼
勤
務
形
態
＝
午
前
９
時
～
午
後
1

時
と
午
後
1
時
～
５
時
（
交
替
勤
務
）
／

月
曜
日
を
除
く（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

▼
賃
金
＝
時
給
８
３
０
円　

▼
選
考
方
法

＝
応
募
者
多
数
の
場
合
は
書
類
選
考
後
、

面
接
（
期
日
な
ど
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
20
日
（
金
）
ま
で
に

田
原
市
博
物
館
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
提
出
（
郵
送
不
可
）

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０

22
局
２
０
２
８

田
原
市
臨
時
職
員（
児
童
ク
ラ
ブ・

放
課
後
子
ど
も
教
室
指
導
員
）

▼
募
集
人
員
＝
【
通
常
期
】
若
干
名
【
夏

休
み
期
間
（
７
月
22
日
火
～
８
月
29
日

金
）】
20
名
程
度　

▼
対
象
＝
次
の
要
件

の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方
①
保
育
士
資
格

ま
た
は
幼
稚
園
・
小
学
校
教
諭
免
許
を
お

持
ち
の
方
②
児
童
の
指
導
に
熱
意
と
理
解

が
あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方　

▼
勤

務
場
所
＝
市
内
児
童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
放
課

後
子
ど
も
教
室
（
住
所
地
な
ど
を
考
慮
）

▼
勤
務
形
態
＝

週
３
～
４
日
勤

務
／
午
後
１
時

30
分
～
６
時

（
夏
休
み
な
ど

長
期
休
暇
時
お

よ
び
第
２
・
第

４
土
曜
日
は
午

前
８
時
～
午
後
１
時
30
分
、
午
後
０
時
30

分
～
６
時
、
午
前
８
時
～
午
後
６
時
の
交

代
勤
務
／
隔
週
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
お

盆
、
年
末
年
始
を
除
く
）　

▼
賃
金
＝
時

給
９
４
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳

細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
６
月

20
日
（
金
）
ま
で
に
文
化
生
涯
学
習
課
に

あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

直
接
提
出

▼
文
化
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

i

ア
イ
パ
ッ
ド

P
ad

・
パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方
（『
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
体
験
』
は
市

内
在
住
・
在
学
の
小
学
校
高
学
年
と
そ
の

保
護
者
［
２
人
１
組
］）　

▼
コ
ー
ス
／
期

日
／
時
間
／
定
員
／
受
講
料
＝
表
の
と
お

り
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負
担
）　

▼
場

所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
研
修
室

■iPad・パソコン教室
コース 期日 時間 定員

（先着順） 受講料

はじめてのiPad体験講座
7／10木 9:30～11:30 5名

無料
7／13日 9:30～11:30 5名

アプリを使ったiPad活用講座
7／10木 13:30～15:30 5名
7／13日 13:30～15:30 5名

作ってみよう！暑中見舞い 7／9水 13:30～15:30 10名 500円

はじめてのエクセル2010 7／16水・18金
23水・25金 9:30～11:30 10名 1,000円

小学生親子３Ｄプリンター体験！ 7／27日 13:30～15:30 5組 無料
※パソコンの環境　OS：Windows Vista　使用ソフト：Internet Explorer9、Microsoft Word2010、Excel2010
iPadは市側で用意します。
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20
名
（
先
着

順
）　

▼
受
講

料
＝
無
料

▼
申
し
込
み

＝
７
月
19
日

（
土
）
ま
で
に

直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

件
名
に
『
パ
パ
マ
マ
』
と
入
れ
、
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・

職
業
・
託
児
利
用
の
有
無
を
明
記
）　

▼
そ

の
他
＝
修
了
証
を
講
習
修
了
者
に
交
付

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５

23
局
２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

介
護
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ　

受
講
生

　

介
護
は
誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
課
題
で

す
。
皆
さ
ん
が
「
介
護
や
福
祉
」
に
つ
い

て
、
楽
し
く
学
べ
る
入
門
コ
ー
ス
を
開
講

し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で
、

介
護
や
福
祉
に
つい
て
興
味
の
あ
る
方　

▼
開
講
日
＝
８
月
１
日
（
金
）
～
29
日
（
金
）

の
ほ
ぼ
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

▼
場
所

＝
田
原
福
祉
専
門
学
校　

▼
定
員
＝
40
名

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
受

講
料
＝
無
料
（
別
途
、
教
材
費
・
修
学
旅

行
費
用
が
必
要
）　
▼
申
し
込
み
＝
６
月
９

日
（
月
）
～
７
月
11
日
（
金
）
の
期
間
に
、

田
原
福
祉
専
門
学
校
に
あ
る
申
込
書
（
市

お
よ
び
田
原
福
祉
専
門
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
直
接
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９

22
局
７
３
４
０

senm
on@

city.tahara.aichi.jp
http://w

w
w

.tchs.ac.jp/
http://w

w
w

.city.tahara.aichi.jp/

田
原
福
祉
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス　

参
加
者

　

入
学
を
検
討

し
て
い
る
方
を

対
象
に
、
進
路

選
択
の
参
考
と

な
る
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
催
し
ま
す
。
授
業
の
一
部
を
楽
し
く
体

験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

▼
日
時
／
内
容
＝
表
の
と
お
り
（
一
部
、

内
容
を
変
更
す
る
場
合
あ
り
）　

▼
場
所

＝
田
原
福
祉
専
門
学
校　

▼
参
加
料
＝
無

料　

▼
申
し

込
み
＝
各
プ

ロ
グ
ラ
ム
開

催
前
日
ま
で

に
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

普
通
救
命
講
習
会　

受
講
者

　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
、
異
物
除
去
法

な
ど
を
学
ぶ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
７
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
～

正
午　

▼
場
所
＝
消
防
署
赤
羽
根
分
署　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料

＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
７
月
11
日（
金
）

ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）　

▼
そ
の
他

＝
講
習
修
了
者
に
修
了
証
を
交
付

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45
局
４
１
１
９

45
局
４
１
２
０

akabaneb@
city.tahara.aichi.jp　

パ
パ
マ
マ
普
通
救
命
講
習
会

受
講
者

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
の
安
全
対
策
は
大
丈

夫
で
す
か
。
乳
児
・
小
児
の
事
故
予
防
や

心
肺
蘇
生
法
と
Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
学

ぶ
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
７
月
20
日
（
日
）
午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
福

祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室　

▼
定
員
＝

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の

場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
参
加
人
数
を
明
記
）

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９

22
局
７
３
４
０

senm
on@

city.tahara.aichi.jp

▲パパママ普通救命講習会
申し込み用ＱＲコード

日時 内容

  6／21土13：30～ 学校概要・授業説明、学内見学、座談会

  7／12土13：30～ 福祉レクリエーションスポーツ体験、福祉文化活動体験（音楽療法）、座談会

  8／  1金10：00～ 模擬授業（調理実習、介護技術）、座談会　※昼食を兼ねた嚥下（えんげ）食試食

  8／  9土13：30～ 車いすレクリエーション体験、模擬授業（入浴介助）、座談会

  8／24日13：30～ 福祉文化活動体験、模擬授業（移動介助など）、座談会

  9／14日13：30～ 入試説明会

10／18土11：00～ 学内見学会　※学園祭（たっぷく祭）開催中
Ｈ27／
  3／15日13：30～ 学内見学会（H28年度以降の入学希望者向け）

■田原福祉専門学校オープンキャンパス

▲オープンキャンパス
申し込み用ＱＲコード
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認
め
ら
れ
る
方　

▼
取
得
目
標
＝
電
気
主

任
技
術
者（
第
３
種
）、
電
気
工
事
士（
第

１
種
・
第
２
種
）な
ど　

▼
訓
練
期
間
＝

10
月
～
平
成
28
年
９
月　

▼
定
員
＝
15
名

▼
授
業
料
＝
年
間
39
万
円（
別
途
教
科
書
、

作
業
服
な
ど
諸
経
費
必
要
）　

▼
受
験
料

＝
１
万
８
０
０
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
小

テ
ス
ト
（
数
学
Ⅰ
）・
小
論
文
・
面
接　

▪
募
集
期
間
／
試
験
日

【
Ａ
日
程
】７
月
１
日（
火
）～
23
日（
水
）

／
８
月
１
日
（
金
）

【
Ｂ
日
程
】８
月
４
日（
月
）～
21
日（
木
）

／
８
月
27
日
（
水
）

【
Ｃ
日
程
】９
月
２
日（
火
）～
19
日（
金
）

／
９
月
25
日
（
木
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
浜
松
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
学
務

援
助
課

☎（
０
５
３
）４
４
１
局
４
４
４
４

http://www3.jeed.or.jp/shizuoka/college/

放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

（
平
成
26
年
10
月
入
学
）

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放

送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学
で

す
。「
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
」「
学
び
を
楽
し
み
た
い
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
、
幅
広
い
世
代
や
職

業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
間
＝
８
月
31
日
（
日
）
ま
で

※
資
料
請
求
は
、
電
話
の
ほ
か
放
送
大

渥
美
半
島
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド　

会
員

　

田
原
市
を
訪
れ
る
観
光
客
の
方
に
、
自

然
、
歴
史
、
農
業
、
産
業
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
魅
力
を
紹
介
、
宣
伝
し
、
温
か
い
お

も
て
な
し
を
す
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
で
使
え
る
知
識
の
習
得
を
目
指

す
研
修
を
中
心
に
、
実
際
に
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
本
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
18
歳

以
上
の
方　

▼
募
集
期
間
＝
随
時　

▼
研

修
会
な
ど
＝
年
６
回
程
度　

▼
申
し
込
み

＝
商
工
観
光
課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

日
本
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
訓
練

「
電
気
技
術
科
」　

10
期
生

　

若
者
の
職
業
的
自
立
支
援
を
目
的
に
、

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
お
お
む
ね
40
歳
以
下
の
方

で
、
高
校
を
卒
業
し
て
い
る
方
ま
た
は
高

校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.ouj.
ac.jp

）
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
放
送
大
学

☎（
０
５
２
）８
３
１
局
１
７
７
１

市民ボランティアを大募集！
中部・北陸実業団駅伝大会

◉大 会 日 時 11月16日日　午前９時～午後１時ごろ
◉大会コース スタート（伊良湖港）～フィニッシュ（はなとき通り）
◉応 募 資 格 市内在住・在勤・在学の15歳以上の方　※中学生を除く。高校生は保護者の承諾が必要。

◉活 動 日 時 11月16日日　午前８時30分～午後2時ごろ（実活動は1時間程度）
◉活 動 内 容 コース（沿道）の整理、カラーコーンの設置・撤去、会場整理、看板持ちなど
◉募 集 人 員 1000名（先着順）
◉募 集 期 間 7月31日㊍まで（必着）
◉応 募 方 法 申込用紙に必要事項を記入のうえ、持参またはＦＡＸ・Eメール・郵送にて
 （申込用紙は、スポーツ課、田原・赤羽根・渥美文化会館、渥美運動公園、各市民館で
　　　　　　　配布するほか市ホームページからダウンロード可）
◉そ  の  他 当日は主催者でボランティア保険に加入
※詳しくは、申込用紙に添付の資料をご覧ください。／大会コースについては、安全確保のため一
部変更する予定です。コース図は市ホームページをご覧ください

【申し込み・問い合わせ先】▶スポーツ課　実業団駅伝担当　〒441－3492（住所不要）
　　　　　　　　　　　　　☎23局3531　 22局3811
　　　　　　　　　　　　 sports@city.tahara.aichi.jp http：//www.city.tahara.aichi.jp/

　中部・北陸のトップアスリートの実業団チームが田原市に集結
し、熱く華やかなレースを繰り広げます。皆さんの参加でさらに大
会を盛り上げるため、市民ボランティアを募集します。
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は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

一
件
の
請
求
に
つ
い
て
複
数
の
決
定
を

す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
請
求
件
数
と
決

定
件
数
は
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
開
示
の
請
求

■
開
示
の
申
出

平
成
25
年
度

個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

　

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
実
績
お
よ

び
開
示
請
求
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

■
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
実
績

■
開
示
の
請
求

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６

23
局
０
１
８
０

経
済
セ
ン
サ
ス‐基
礎
調
査

商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

平
成
26
年
７
月
１
日
現
在
で
、
全
国
す

べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な

調
査
を
実
施
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
調
査
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
る
重
要

な
も
の
で
す
。

　

６
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所
を

生
活

LIFE

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は

６
月
30
日
月
ま
で
に

　

児
童
手
当
現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日

に
お
け
る
受
給
者
や
児
童
の
状
況
を
報
告

し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件

が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
６
月
分
以
降
の
手
当

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

必
要
書
類
な
ど
を
受
給
者
あ
て
に
郵
送

し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限
＝
６
月
30
日
（
月
）　

※
国
の
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
、

県
の
子
育
て
支
援
減
税
手
当
の
申
請
書
に

つ
い
て
は
、
現
況
届
に
は
同
封
せ
ず
、
７

月
31
日
付
で
別
途
発
送
、
８
月
１
日
に
申

請
受
付
を
開
始
予
定
で
す
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３

23
局
３
５
４
５

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
実
施
状
況

平
成
25
年
度

情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況

　

公
文
書
の
開
示
請
求
お
よ
び
申
出
実
績

訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６

23
局
０
１
８
０

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

夏
季
早
朝
開
放
し
ま
す

　

施
設
の
有
効
活
用
の
一
環
と
し
て
、
一

部
の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
早
朝
開
放
を

実
施
し
ま
す
。

▼
開
放
施
設
＝
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
中
央
・

滝
頭
公
園
、
渥
美
運
動
公
園
）
／
野
球
場

（
滝
頭
公
園
、
緑
が
浜
・
渥
美
運
動
公
園
）

／
多
目
的
広
場
（
中
央
・
滝
頭
公
園
、
緑

が
浜
・
渥
美
運
動
公
園
、
赤
羽
根
文
化
広

場
）  

▼
開
放
期
間
／
曜
日
＝
６
月
15
日

（
日
）
～
９
月
15
日
（
月
・
祝
）
／
原
則
、

火
～
日
曜
日　

▼
開
放
時
間
＝
午
前
６
時

～
９
時　

▼
使
用
料
＝
各
施
設
の
規
定
の

使
用
料　

▼
申
し
込
み
＝
各
施
設
の
窓
口

で
直
接
申
し
込
み
（
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

は
不
可
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
課
（
田
原
文
化
会
館
内
）　

☎
22
局
６
０
６
１

22
局
６
４
５
５

請
求
者
数

32
人

請
求
件
数

32
件

決
定
件
数

42
件

全
部
開
示　
　

※
１

31
件

部
分
開
示　
　

※
２

９
件

非
開
示

０
件

不
存
在

２
件

不
服
申
し
立
て

０
件

申
出
者
数

０
人

申
出
件
数

０
件

不
存
在　
　

０
件

実
施
機
関

件
数

市
長

１
０
２
件

教
育
委
員
会

２
件

選
挙
管
理
委
員
会

３
件

監
査
委
員

０
件

公
平
委
員
会

０
件

農
業
委
員
会

３
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

０
件

水
道
事
業

１
件

消
防
長

３
件

議
会

０
件

請
求
者
数

０
人

請
求
件
数

０
件

【
※
１
】請
求
な
ど
の
対
象
と
な
る
公
文
書
の
全

部
を
開
示

【
※
２
】請
求
な
ど
の
対
象
と
な
る
公
文
書
の
う

ち
、個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
開
示
で
き

な
い
一
部
を
除
い
て
開
示
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◦
対
象
の
方
に
は
５
月
に
受
診
券
を
発
送

済
み
で
す
。

◦
今
年
度
新
た
に
各
種
検
診
の
受
診
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
大
腸
が
ん
検
診
・
前
立
腺
が
ん
検
診
・

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
つ
い
て
は
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
は
特
定
健
診

（
医
療
保
険
者
に
よ
る
検
診
）
と
同
時

に
検
査
で
き
ま
す
。
併
せ
て
の
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
は
自
己
負

担
２
０
０
０
円
）　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く

は
、
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
の
「
成
人
健
康
ガ

イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６

33
局
０
３
１
９

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

　

高
齢
者
が
肺
炎
に
か
か
る
原
因
の
中
で

最
も
多
い
と
い
わ
れ
る「
肺
炎
球
菌
」の
感

染
予
防
に
有
効
で
す
。こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
と
併

せ
て
接
種
す
る
と

非
常
に
高
い
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
満
70
歳
以
上
の
方

で
、
過
去
５
年
間
に
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
受
け
て
い
な
い
方
（
過
去
に
こ
の
予

防
接
種
費
用
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い

方
）　

▼
助
成
金
額
＝
３
０
０
０
円
（
４

健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

　

脳
卒
中
、
心
臓
病
、
が
ん
な
ど
の
生
活

習
慣
病
は
予
防
と
早
期
発
見
が
大
切
で

す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

月
１
日
か
ら
増
額
）
自
己
負
担
額
は
医
療

機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
／
生
活
保

護
世
帯
は
自
己
負
担
免
除　

▼
接
種
場
所

＝
市
内
指
定
医
療
機
関　

▼
申
請
方
法
＝

随
時
、
市
役
所
・
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド

内
の
健
康
課
で
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。

接
種
前
に
い
ず
れ
か
の
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６

33
局
０
３
１
９

聞
こ
え
と
言
葉
に
心
配
が
あ
る

乳
幼
児
の
教
育
相
談

　

聞
こ
え
と
言
葉
に
心
配
の
あ
る
お
子
さ

ん
の
教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
聴
覚

に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
指
導
は
、
早

期
に
開
始
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
聴
覚
障
害
乳
幼
児
（
就
学
前
）

の
保
護
者　

▼
場
所
＝
愛
知
県
立
豊
橋
聾

学
校
（
豊
橋
市
草
間
町
）　

▼
相
談
時
間

＝
月
～
金
曜
日
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
相
談
内
容
＝
聴
こ
え
の
状
態
の
確
認
、

言
葉
の
育
て
方
、
人
工
内
耳
、
補
聴
器
、

子
育
て　

▼
相
談
料
＝
無
料

▼
愛
知
県
立
豊
橋
聾
学
校

☎（
０
５
３
２
）45
局
２
０
４
９

健診名 対象者 実施期間 実施場所
住民結核・肺がん検診 40 歳以上の方　 ５月～7月 検診車

胃がん検診 35 歳以上の方 ６月～１月 渥美病院（健康管理センター）
検診車

大腸がん検診 35 歳以上の方
6月～1月

市内指定医療機関
がん検診推進事業 41･46･51･56･61歳の方 検診車

乳がん検診

30 歳代の女性
昨年度未受診の方

6月～1月

渥美病院（健康管理センター）

40 歳以上の女性
昨年度未受診の方

渥美病院（健康管理センター）
検診車

がん検診推進事業
過去、無料クーポン券の配布を受け
たが、未受診の方
41歳の方

子宮頸がん検診
子宮頸がん検診+HPV検査

20 歳以上の女性で昨年度未受診の方
35～65歳の方（自己負担2,000円）

6月～1月

豊橋市内指定医療機関（婦人科）
市内指定医療機関（婦人科）
渥美病院（健康管理センター）
検診車がん検診推進事業

過去、無料クーポン券の配布を受け
たが、未受診の方
21歳の女性

前立腺がん検診 50･55･60･65･70歳の男性 6月～12月 市内指定医療機関

肝炎ウイルス検診 40･50･55･60 歳で過去に同検
査を受けたことがない方 6月～12月 市内指定医療機関

成人歯科検診 20･25･30･35･40･45･50･55
･60･65･70･75・80歳の方 6月～１月 市内指定歯科医院

骨粗しょう症検診 40･45･50･55･60･65･70 歳
の女性 8月、9月 田原福祉センター

あつみライフランド

健康応援健診 35 ～ 39 歳の方 6月～12月 市内指定医療機関

■平成26年度各種健康診断（対象年齢は平成27年４月１日時点）
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ま
た
、
県
民
の
方
々
に
愛
知
県
産
の
農

林
水
産
物
を
も
っ
と
食
べ
て
い
た
だ
き
た

い
（
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
）
と
い
う
、

「
愛
知
県
版
地
産
地
消
の
取
り
組
み
」
で

も
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
の
買
い
物
な
ど
に

お
い
て
、
県
内
産
の
食
材
を
積
極
的
に
扱

う
「
い
い
と
も
あ
い
ち
推
進
店
」
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
「
い
い
と
も
あ
い
ち
推
進
店
」
の
検

索
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w
w

w
.

pref.aichi.jp/shokuiku/iitom
o/shop/

index.htm
l

）
に
て

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

６
月
は
食
育
月
間

　

食
育
月
間
は
、
国
が
定
め
た
「
食
育
推

進
基
本
計
画
」
に
よ
り
、
平
成
18
年
か
ら

始
ま
っ
た
も
の
で
、
毎
年
６
月
が
「
食
育

月
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

■
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
、
家
族
全
員
で

　

楽
し
く
食
事
を
し
ま
し
ょ
う

　

健
康
な
体
を
育
む
た
め
に
重
要
な
生
活

の
リ
ズ
ム
は
、
早
寝
・
早
起
き
を
し
、
１

日
３
回
、
食
事
を
取
る
こ
と
に
よ
り
整
い

ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
毎
日
繰
り
返

す
こ
と
に
よ
り
習
慣
化
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
ず
は
、
家
族
全
員
で
毎
日
、
楽

し
く
朝
食
を
食
べ
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　

そ
し
て
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
気
を

つ
け
、
特
に
、
不
足
し
が
ち
に
な
る
野
菜

は
、
新
鮮
・
安
全
安
心
で
お
い
し
い
地
元

の
農
畜
産
物
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

「
食
品
表
示
１
１
０
番
」

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

食
品
表
示
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
や
食
品
の
品
質
表
示
の
い
っ
そ

う
の
適
正
化
を
進
め
る
た
め
に
、
東
海
農

政
局
で
は
、
食
品
の
表
示
に
関
す
る
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

＊
食
品
表
示
１
１
０
番

　

東
海
農
政
局
豊
橋
地
域
セ
ン
タ
ー

　

☎（
０
５
３
２
）38
局
９
０
３
１

　

消
費
者
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
情

田
原
市『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』へ

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

田
原
市
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
（
案
）」

の
更
新
に
伴
い
、
地
域
の
農
業
者
の
ご
意

見
を
お
伺
い
す
る
た
め
、
プ
ラ
ン
の
閲
覧

を
行
い
ま
す
。
閲
覧
の
際
は
、
農
業
者
で

あ
る
こ
と
の
証
明
を
提
示
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
案
に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ

る
農
業
者
の
方
は
閲
覧
期
間
満
了
の
日
ま

で
に
農
政
課
あ
て
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
閲
覧
期
間
＝
６
月
16
日
（
月
）
～
27
日

（
金
）　

▼
閲
覧
時
間
＝
市
役
所
執
務
時
間

中　

▼
閲
覧
場
所
＝
農
政
課
（
市
役
所
北

庁
舎
１
階
）

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

愛
知
県
産
品
を
食
べ
よ
う
！

「
い
い
と
も
あ
い
ち
運
動
」

　

こ
の
運
動
は
、
愛
知
県
の
農
林
水
産
業

の
振
興
や
農
山
漁
村
の
活
性
化
を
通
じ
て

県
民
全
体
の
暮
ら
し
の
向
上
を
図
る
た

め
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
「
愛
知
県
農
林
水

産
業
の
応
援
団
」
に
な
っ
て
も
ら
い
、
消

費
者
と
生
産
者
が
一
緒
に
な
っ
て
愛
知
県

の
農
林
水
産
業
を
支
え
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

報
提
供
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

６
月
は
暴
走
族
追
放
強
化
月
間

暴
走
を
「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」「
見
に

行
か
な
い
」

～
暴
走
族　

な
く
し
て　

住
み
よ
い

　

ま
ち
づ
く
り
～

　

暴
走
族
は
、
暴
走
行
為
の
ほ
か
悪
質
な

犯
罪
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
少
年
非
行
の

悪
化
の
大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

県
警
察
・
県
・
県
民
・
事
業
者
・
市
町

村
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
暴
走
族
の
い

な
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

▼
文
化
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１

蔵王山展望台 リニューアル
工事に伴い一時休館します

▪休館期間（予定）
　７月１日（火）～９月３０日（火）

　蔵王山展望台は、展望施設としての
魅力向上を図るため、施設のリニュー
アルを実施します。それに伴い、一時
休館します。（工事期間中も駐車場は
利用可）
　大変ご迷惑をおかけしますが、ご協
力をお願いします。

▶商工観光課☎23局3522
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▪
保
険
料
の
賦
課
限
度
額
を
改
定

　

平
成
26
年
度
か
ら
、
国
の
基
準
に
合
わ

せ
、
保
険
料
賦
課
限
度
額
の
改
定
を
行
い

ま
す
。
平
成
25
年
度
ま
で
は
55
万
円
で
し

た
が
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
57
万
円
と
な

り
ま
す
。

※
な
お
、
所
得
の
低
い
世
帯
の
方
の
保
険

料
の
軽
減
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
は
拡

大
さ
れ
ま
す
。

▼
保
険
年
金
課　

☎
23
局
３
５
１
４

23
局
０
１
８
０

医
療
受
給
者
証
の

更
新
を
忘
れ
ず
に

　

有
効
期
限
が
平
成
26
年
７
月
31
日
ま
で

の
「
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
」「
後

期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
」
を
お

持
ち
の
方
に
、
受
給
者
証
更
新
手
続
き
の

案
内
を
順
次
、
郵
送
し
ま
す
。

　

通
知
に
記
入
し
て
あ
る
申
請
受
付
期
間

内
に
、
市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た
は
赤
羽

根
市
民
セ
ン
タ
ー
、
渥
美
支
所
市
民
生
活

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４

23
局
０
１
８
０

介
護
者
の
交
流
会
を
開
催

▪
認
知
症
介
護
者
の
集
い

▼
対
象
＝
認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て
い

る
方
や
認
知
症
に
つい
て
知
り
た
い
方　

▼
期
日
／
内
容
（
い
ず
れ
も
座
談
会
あ
り
）

＝
【
７
月
19
日
（
土
）】
夏
場
に
起
き
や

す
い
病
気
（
脱
水
症
・
熱
中
症
な
ど
）【
８

月
21
日
（
木
）】
認
知
症
と
は
【
９
月
20
日

（
土
）】
防
災
に
つ
い
て
（
地
震
災
害
時
の

対
応
な
ど
）　

▼
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
後
１

時
30
分
～
３
時　
▼
場
所
＝
田
原
福
寿
園

▼
申
し
込
み
＝
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
田

原
福
寿
園
（
☎
27
局
０
０
０
８
）
へ
電
話
に

て▪
家
族
介
護
者
交
流
会

▼
対
象
＝
ご
家
庭
で
家
族
を
介
護
し
て
い

る
方　

▼
期
日
／
内
容
（
い
ず
れ
も
座
談

会
あ
り
）
＝
【
７
月
17
日
（
木
）】
高
齢

者
に
よ
く
見
ら
れ
る
疾
患
に
つ
い
て
【
８

月
21
日
（
木
）】
介
護
者
の
健
康
に
つ
い

て
【
９
月
18
日
（
木
）】
認
知
症
に
つ
い

て　

▼
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
渥
美
福
寿
園　

▼
申
し
込
み
＝
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に

渥
美
福
寿
園（
☎
34
局
６
６
８
８
）へ
電
話

に
て

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４

23
局
３
５
４
５

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

率
と
賦
課
限
度
額
を
改
定
し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
財
政
運
営
期

間
は
２
年
間
と
し
て
お
り
、
こ
の
期
間
の

医
療
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
保
険
料

率
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

▪
保
険
料
が
増
加
す
る
理
由

①
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費
な
ど

が
増
加
し
た
こ
と

②
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
、
後
期
高
齢
者
負
担
率
が
上
昇
し
た

こ
と

平
成
26
年
度
教
科
書
展
示
会

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
科
書
に

対
す
る
理
解
や
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
教
科
書
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
11
日
（
水
）
～
７
月
５
日

（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

※
土
・

日
曜
日
を
除
く　

▼
場
所
＝
豊
橋
市
教
育

会
館
（
ラ
イ
フ
ポ
ー
ト
と
よ
は
し
内
）　

▼
内
容
＝
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
用
教

科
書
見
本
の
展
示

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９

22
局
３
８
１
１

発
達
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん
の

早
期
教
育
相
談

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
入

学
前
の
、
発
達
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん
と

保
護
者
を
対
象
に
、
教
育
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
相
談
は
予
約
制
で
無
料
で
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
３
歳
か
ら
小
学
校
へ
入
学
す
る

前
ま
で
の
幼
児
お
よ
び
保
護
者　

▼
日
時

＝
８
月
４
日
（
月
）・
５
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
（
要
予
約
）

▼
場
所
＝
東
三
河
県
庁　

▼
申
し
込
み
＝

７
月
４
日（
金
）
ま
で
に
電
話
に
て

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９

22
局
３
８
１
１

※７月の保険料算定から改定となります

平成26・27年度の保険料率
■保険料率

所得割率 9.00％

45,761円被保険者
均等割額

平成２4・２5年度の保険料率
所得割率 8.55％

43,510円被保険者
均等割額

■保険料
平成24・25年度の
一人当たり平均保険料

７9，962円

平成２6・２7年度の
一人当たり平均保険料

８2，584円
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障
害
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

（
在
職
者
訓
練
）を
開
催
し
ま
す

▼
対
象
＝
在
職
中
の
障
害
者
の
方
で
基
本

的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方　

▼
日
時

＝
①
６
月
21
日
（
土
）・
28
日
（
土
）
②
７

月
５
日
（
土
）・
12
日
（
土
）
／
い
ず
れ
も

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

▼
場
所
＝
愛
知

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校　

▼
コ
ー
ス
＝

①
簡
単
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
②F

フ
ラ
ッ
シ
ュ

lash

入
門
（
動
画
の
作
り
方
）　

▼
受
講
料
＝

無
料　

▼
申
し
込
み
＝
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
・
封
書
に
て
（
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
・
障
害
の
程
度
を
明
記
）

▼
締
め
切
り
＝
①
６
月
13
日
（
金
）
ま
で

②
６
月
27
日
（
金
）
ま
で
／
締
切
日
必
着

▼
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
〒
４
４
１

－

１
２
３
１　

豊
川
市
一
宮

町
上
新
切
33

－

14
）

☎（
０
５
３
３
）93
局
２
１
０
２

（
０
５
３
３
）93
局
６
５
５
４

noryokukaihatsuko@
pref.aichi.lg.jp

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間

　

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
６
月
23
日
（
月
）
～
29
日
（
日
） 

／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時（
た
だ
し
、

６
月
28
日
土
・
29
日
日
は
午
前
10
時
～
午

後
５
時
）

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
１
１
１

寄
付

D
O
N
ATIO

N

　

次
の
方
か
ら
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
感
謝

し
ま
す
。

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＊

▼
４
月
24
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
金

５
万
円
。

築
さ
れ
た
家
屋
の
実
地
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
固
定
資
産
税
の
算

定
の
基
礎
と
な
る
家
屋
の
評
価
額
を
決
定

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
税
務
課
職
員
が

お
宅
や
事
務
所
な
ど
へ
調
査
に
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
調
査
日
時
が
あ
る
場
合

は
、
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
年
度
も
既
設
家
屋
の
現
況
確

認
調
査
を
併
せ
て
実
施
し
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０

23
局
０
１
８
０

公
的
年
金
か
ら
住
民
税
を

特
別
徴
収（
天
引
き
）し
ま
す

▪
対
象
の
方

　

平
成
25
年
中
に
公
的
年
金
な
ど
の
支
払

い
を
受
け
、
平
成
26
年
４
月
１
日
に
お
い

て
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税

の
年
金
を
除
く
公
的
年
金
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
65
歳
以
上
の
方

▪
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
る
金
額

　

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
か
ら
算
出
さ

れ
た
税
額
が
公
的
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
ま

す
。
年
金
特
徴
対
象
の
方
に
は
、
市
か
ら

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
（
６
月
中
旬
発
送

予
定
）。
特
別
徴
収
予
定
の
金
額
を
納
税

通
知
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９

23
局
０
１
８
０

税TA
X

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　

平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
に
新
築
・
増

■特別徴収の納付方法例

徴収方法 普通徴収
（自分で納付・口座振替）

特別徴収
（年金から徴収）

納付月 1期（６月） 2期（8月） 10月 12月 2月

税額 年税額の４分の１ 年税額の６分の１

①初めて65歳以上に該当する方（昭和23年4月3日～昭和24年4月2日生まれ）

②特別徴収2年目以降の方

徴収方法 特別徴収
（仮徴収）

特別徴収
（本徴収）

納付月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

税額 前年度2月と同額 年税額から仮徴収分を
差し引いた額の3分の1

相
談
専
用
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

＊
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

（
０
１
２
０
）０
０
７
局
１
１
０



 

◦田原市議会　生中継（予定）
◦6/9月、10火  一般質問
　10：00から終了まで
※市議会ホームページでも生中継がご覧になれます。

http://www.city.tahara.aichi.jp/gikai/

広報秘書課☎２2局0138

ティーズチャンネルで放送中
アナログ

ch6 デジタル
ch12
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～6/12木
田原凧まつり

なのはなスポーツクラブ

6/13金～6/26木
避難訓練コンサート

阿南町との小学校交流

6/27金～7/10木
野菜ソムリエ育成事業

中学校職場体験

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。



　

幸
せ
の
鐘
を
鳴
ら
し
て
幸
せ
を
願
い
、

恋
路
ヶ
浜
に
あ
る
永
遠
の
鐘
を
鳴
ら
し
て

幸
せ
が
永
遠
に
続
く
よ
う
に
願
え
ば
、永

遠
の
幸
せ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

市
内
に
は
、そ
の
他
６
カ
所
の
恋
の
パワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

❶
い
の
り
の
磯
道

❷
恋
路
ヶ
浜
（
恋
人
の
聖
地
）

❸
伊
良
湖
岬
灯
台
（
恋
人
の
聖
地
）

❹
日
出
の
石
門

❺
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ビ
ー
チ
伊
良
湖

❻
伊
良
湖
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
の
屋
上
と
チ
ャ
ペ
ル

　

今
回
紹
介
し
た
８
カ
所
の
ス
ポ
ッ
ト
を
回
っ

て
願
い
を
か
け
れ
ば
、
恋
愛
運
も
ア
ッ
プ
し

て
恋
が
う
ま
く
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

◎
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
よ
ろ
し
く
き
ゃ
べ
。

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

kankotaishi/

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２　

22
局
３
８
１
７

　

今
回
か
ら
渥
美
半
島
☆
観
光
大
使
の
キ

ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
が
、き
ら
り
っ
！
と

光
る
田
原
市
の
観
光
資
源
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

第
１
回
目
は
、
４
月
か
ら

新
し
く
加
わ
っ
た
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
２
カ
所
紹
介
す
る
き
ゃ
べ
。

★
伊
良
湖
港
緑
地

　

敷
地
内
の
ど
こ
か

に
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
が
隠

さ
れ
て
い
ま
す
。ハ
ー

ト
マ
ー
ク
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
ら
、

い
い
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

★
蔵
王
山
展
望
台
の
幸
せ
の
鐘

　

幸
せ
の
鐘
は
、

そ
の
名
の
通
り

鐘
を
鳴
ら
し
て

願
い
を
か
け
れ

ば
幸
せ
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

1

キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
・
か
い
く
ん

キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
・
か
い
く
ん

渥
美
半
島
き
ら
り
☆
ゆ
る
さ
ん
ぽ

渥
美
半
島
き
ら
り
☆
ゆ
る
さ
ん
ぽ

の
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田原市の イ ベ ン ト

講
師
▼
崋
山
・
史
学
研
究
会
会
員 

小
林
一
弘

氏
受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
６
月
22
日
日
・
７
月
21
日
月
・
　

吉
胡
貝
塚
資
料
館
特
別
体
験
講
座

土
器
づ
く
り
と
野
焼
き

対
象
▼
ど
な
た
で
も

（
小
学
校
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴

／
両
日
参
加
可
能

な
方
を
優
先
）

日
時
▼
【
制
作
】
６
月
22
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
正
午
【
野
焼
き
】
７
月
21

（
月
・
祝
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時
（
雨

天
中
止
）

場
所
▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

内
容
▼
粘
土
を
こ
ね
て
縄
文
土
器
を
つ
く

り
ま
す
。

定
員
▼
20
名
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
３
０
０
円

そ
の
他
▼
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
）

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22
局
８
０
６
０

22
局
８
０
７
０

yoshigo@
city.tahara.aichi.jp

月
の
イ
ベ
ン
ト

6◉
６
月
11
日
水　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・（
公
財
）崋
山
会
で
は
、

郷
土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
、
よ
り
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
碩
量
院
様

－

三
宅
康
明
の
妻
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▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

◉
７
月
６
日
日　

文
化
ホ
ー
ル
支
援
事
業

夏
の
調
べ　

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト

　

夏
の
午
後
の
ひ
と
と

き
、
癒
し
の
旋
律
を
聴

き
ま
せ
ん
か
。

時
間
▼
午
後
２
時
開
演

（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

出
演
▼
山
村
妙
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、

杉
浦
薫
（
チ
ェ
ロ
）、
白
井
啓
道
（
フ

ル
ー
ト
）、
鈴
木
千
緒
（
ピ
ア
ノ
）

料
金
▼
【
一
般
】
２
０
０
０
円
（
当
日
、

２
５
０
０
円
）

　
【
小
中
高
生
】
１
０
０
０
円

　
【
楽
友
協
会
会
員
】
１
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
▼
市
内
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
▼
６
月
26
日
（
木
）
ま
で
に
文
化
生

涯
学
習
課
（
☎
23
局
３
６
３
５
）
へ
電

話
に
て
／
先
着
10
名

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局
（
金
子
）

☎
23
局
２
６
８
３

◉
７
月
27
日
日　
※
小
雨
決
行

バ
ス
で
行
く
「
親
子
砂
防
教
室
」

　

土
砂
災
害
の
恐
ろ
し
さ
や
、
そ
れ
を
防

ぐ
た
め
の
「
砂
防
」
事
業
を
知
っ
て
も
ら

◉
６
月
28
日
土　

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
～
東
三
河
～

　

三
河
地
域
の
求
人
情
報
の
提
供
、
人
事

担
当
者
と
の
個
別
面
談
会
な
ど
、
福
祉
の

仕
事
が
初
め
て
の
方
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
各
種
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

対
象
▼
福
祉
関
係
の
職
場
に
就
職
希
望
の

方
お
よ
び
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る

方
時
間
▼
午
後
１
時
～
５
時
（
求
職
者
の
受

付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所
▼
名
豊
ビ
ル
７
階（
豊
橋
市
駅
前
大

通
）

参
加
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
申
し
込
み
不
要
／
随
時
、
入
退

場
可

▼
豊
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会
豊
橋
市
福
祉

人
材
バ
ン
ク

☎（
０
５
３
２
）52
局
１
１
１
１

月
の
イ
ベ
ン
ト

7◉
７
月
２
日
水

消
費
者
生
活
講
座
～
お
薬
と
の
上
手
な
付

き
合
い
方
を
教
え
隊
～　
　

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

講
師
▼
豊
川
保
健
所
職
員

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

お
う
と
、
土
砂
災
害
防
止
施
設
を
バ
ス
で

回
り
、
見
学
し
ま
す
。

対
象
▼
市
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生
と

そ
の
保
護
者
１
人

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
（
集

合
：
午
前
８
時
45
分
に
田
原
市
役
所
）

見
学
予
定
地
▼【
岡
崎
市
】入
山
区
域（
急

傾
斜
）
→
長
沢
連
沢
（
砂
防
え
ん
堤
）

→
男
川
や
な
（
鮎
つ
か
み
ど
り
）
→
わ

んP

パ
ー
ク

ark

・
森
の
総
合
駅
（
自
然
体
験
）

定
員
▼
20
組
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

参
加
料
▼
無
料
（
昼
食
含
む
）

申
し
込
み
▼
７
月
４
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て 

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、住
所
・

保
護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
・
子
ど
も
の

学
年
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
土
木
課

☎
23
局
３
５
２
０

22
局
３
８
１
１

doboku@
city.tahara.aichi.jp

月
の
イ
ベ
ン
ト

8◉
８
月
３
日
日　
　
　

田
原
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
並
び
に

田
原
市
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
開
会
、
午
前
９
時

競
技
開
始

場
所
▼
白
谷
海
浜
公
園
陸
上
競
技
場

種
目
▼

【
小
・
中
学
校
の
部
】

　

各
学
校
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
高
校
・
一
般
の
部
】

　

男
子
＝
１
０
０
Ｍ
、
２
０
０
Ｍ
、
４
０
０

Ｍ
、
８
０
０
Ｍ
、
１
１
０
MH
、
５
０
０
０

Ｍ
、
４
×
１
０
０
MR
、
走
幅
跳
、
走
高
跳
、

砲
丸
投

　

女
子
＝
１
０
０
Ｍ
、
２
０
０
Ｍ
、
８
０
０

Ｍ
、１
０
０
MH
、４
×
１
０
０
MR
、走
幅
跳
、

走
高
跳
、
砲
丸
投

参
加
資
格
▼
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

表
彰
▼
各
種
目
１
位
～
３
位

申
し
込
み
▼
７
月
18
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
小
学
生
・
一
般
は
学
校
教
育
課

へ
、
中
学
生
は
田
原
中
学
校
へ
、
高
校

生
は
渥
美
農
業
高
等
学
校
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９

22
局
３
８
１
１
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高
齢
者
の
肺
炎
予
防

　

高
齢
者
で
は
、
年
齢
が
上
が
る
に
し
た

が
っ
て
「
肺
炎
」
で
亡
く
な
る
方
の
割
合

が
増
加
し
ま
す
。
肺
炎
は
様
々
な
細
菌
が

原
因
で
発
症
し
ま
す
。
特
に
、
寝
た
き
り

の
高
齢
者
は
筋
力
が
衰
え
、
噛
む
、
飲
み

込
む
機
能
が
低
下
し
て
い
く
こ
と
で
、
口

腔
内
の
細
菌
が
、
食
べ
物
な
ど
と
一
緒
に

気
管
か
ら
肺
へ
入
り
、
肺
炎
を
起
こ
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
、
誤

え
ん
性
肺
炎
と
い
い
ま
す
。

▪
誤
え
ん
性
肺
炎
の
予
防

　

誤
え
ん
性
肺
炎
は
日
頃
の
生
活
の
中
で

予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
口
の
中
を
常
に
清
潔
に
保
つ
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
歯
ブ
ラ
シ
の
み
で
の
清
掃

だ
け
で
な
く
、
歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
っ
た

歯
と
歯
の
間
の
清
掃
や
、
舌
や
入
れ
歯

の
清
掃
も
日
頃
か
ら
行
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
胃
液
の
逆
流
を
防
ぐ
た
め
に
、
食
後
２

時
間
は
身
体
を
起
こ
し
て
い
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
噛
む
機
能
や
飲
み
込
む
機
能
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
、
舌
の
体
操
や
発
音
練
習

な
ど
を
し
ま
し
ょ
う
。

▪
口
は
健
康
の
窓
口

　

お
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
、
肺
炎
予

防
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
身
の
健
康
に
も
繋

が
り
ま
す
。
歯
・
歯
肉
・
舌
な
ど
は
、
食

べ
る
、
呼
吸
す
る
、
話
す
、
笑
う
な
ど
、

人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
営
む
た
め
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
年
齢
を
重

ね
て
も
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

日
頃
か
ら
お
口
の
健
康
を
意
識
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

市役所内
☎23局3515
あつみライフランド
☎33局0386

健康課

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

●インフォメーション

● 休日当直医

月　日 当直医 電話番号

6月1日（日）
あつみメディカルクリニック ☎24局2322
ふくい眼科 ☎22局5878
仲谷歯科 ☎23局2327

6月8日（日）
菜の花内科クリニック ☎22局7777
平野歯科医院 ☎22局0214

6月15日（日）
河合医院 ☎22局6133
鈴木歯科医院 ☎32局0239

６月22日（日）
かわせ小児科 ☎22局1230
木村歯科医院 ☎22局0404

6月29日（日）
昭和医院 ☎32局3749
山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100

月　日 当直医 電話番号
6月29日（日） ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22局6477

7月6日（日）
北山クリニック ☎23局3946
きまた眼科 ☎23局1092
藤井歯科医院 ☎45局2123

7月13日（日）
朽名医院 ☎33局0162
かわさき整形外科クリニック ☎22局7700
かわい歯科 ☎24局0080

7月20日（日）
國見医院 ☎22局0756
渡辺歯科医院 ☎32局3561

7月21日（月・祝）
藤岡医院 ☎32局1515
小原歯科 ☎25局1139

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　　　夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
(育児体験コース）

7月 5日（土）  8：50 ～  9：00 田原福祉センター 妊婦中の方とその夫※予約制
パパの妊娠体験、赤ちゃん人形の沐浴など

離乳食教室（前期） 7月 9日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６カ月児とその保護者　※予約制
離乳食講習と保育の話、歯の話など

離乳食教室（後期） 7 月 8 日（火）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド
8 ～ 11 カ月の第 1 子とその保護者　
※予約制（定員 16 組）
離乳食講習と調理実習、試食など

育児相談
7月 7日（月）  9：00 ～  10：30 あつみライフランド 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６カ月まで（原則１回）7月１1日（金）  9：30 ～  10：30 田原福祉センター



図書館休館日

中央図書館  ☎23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

6月 ▼2日月、 9日月、13日金、16日月、23日月、
 ３０日月
7月 ▼7日月、 11日金、14日月、22日火、28日月
【特別整理期間】赤羽根図書館は6月3日火～4日水、渥美図
　　　　　　　書館は6月4日水～6日金まで休館

●中央図書館
　一　般▶6月14日土～7月10日木 「今、海賊がアツい」　
　子ども▶～7月10日木 「くらべてみよう！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   日本と外国」
●赤羽根図書館
　一　般▶6月14日土～7月10日木 「和の心」
　子ども▶6月14日土～7月10日木 「あめ、たのしいな♪」
●渥美図書館
　一　般▶6月14日土～7月10日木 「まほうのことば」
　子ども▶6月14日土～7月10日木 「ねがいごと。おほしさま」

◎「回想法講座」を開催します

　 過去の懐かしい思い出をみんなで語り合う回想法
には、脳を刺激し、精神状態を安定させる効果があり
ます。また、子どものころの遊び道具、音楽、懐かし
い写真、生活用具などを用いて行い、長く続けること
で認知機能が改善されることも明らかになってきて
います。
　昔の道具を数多く収蔵する民俗資料館で回想法が
体験できる講座です。ぜひご参加ください。
日時＝8 月 23 日土午後 1 時～ 3 時 30 分
場所＝田原市民俗資料館
対象＝どなたでも
定員＝30 名程度（先着順）
講師＝梅本充子氏（日本福
祉大学福祉経営学部）　　
申し込み＝7 月 1 日火～
直接または電話にて
　また、図書館では、高
齢者福祉施設に出向いて
回想法やレクリエーショ
ンを実施する「元気はい
たつ便」サービスを行っ
ています。この活動に協
力 し て い た だ く ボ ラ ン
ティアも随時募集してい
ますので、興味をお持ち
の方は図書館までご連絡ください。
▶問合せ先＝中央図書館☎ 23 局 4946

http://www.city.tahara.aichi.jp/section/
library/

◎予約棚
一般カウンターの奥
にあります。予約し
て頂いた資料の準
備が出来ると、ここ
に保管します。取り
置き期間は 8 日間
です。

『５０歳からの勉強法』
童門冬二／著　
サンマーク出版　379.7/ド

渡辺崋山、上杉鷹山等を描く歴史小
説家、童門冬二。８６歳を過ぎても現
役であり続ける秘密は彼の勉強法に
あった！

『ツナグ』
辻村深月／著
新潮社　913.6/ ﾂｼﾞ

一度だけ死者と再会させてくれる使
者「ツナグ」読みながら自分だった
ら誰と会いたいだろう…と考えてし
まいます。

渥美図書館講座 「古文を読む」その2
畠村萬附留日記を読んで郷土の歴史に親しみます。

▶日時＝7月6日日、8月3日日、9月7日日
　　　  午後1時30分～3時30分
　　　　※連続講座のため、1、2回参加は要相談
▶場所＝渥美図書館会議室
▶対象＝どなたでも（無料）
▶定員＝10名程度（先着順）
▶講師＝葉山茂生氏
▶申し込み＝6月17日火  午前10時～
　　　　　  直接または電話にて
▶問合せ先＝渥美図書館 ☎33局1114

平成26年6月1日│　 │25

◦回想法講座の様子

◦渥美郷土資料館



◉チャレンジ「ピンポン」
開催期間●6月10日火～6月15日日

◉子育て講座ハグ
お子さんを遊ばせながらお気軽にどうぞ
日時●6月18日水午前10時～
テーマ●「はい」と言えないお年頃

予告

平成26年6月1日 │　 │26

❶仰向けに寝て、ひざを曲
げる。

❷両腕を肩の位置で水平
にのばす。

❸3 秒間息を吐きながら、
骨盤から背骨を床に押し
つけてお腹をへこませる。

※床に寝転がって、お腹を
床に近づけていくイメージ
でギュ－ッとへこましましょ
う。

スポーツ課☎２３局3531

1

2

3

お腹の奥にある筋肉を意識することで、姿勢の改善・向
上、体のバランスを整えることにつながります。運動不
足でお腹まわりが気になる人にオススメです！

体幹を鍛えて
お腹まわりを

スッキリしよう
！

69
Ｑ

「市民の声」紹介
　　　おむつ替えや授乳などが行
える市内の公共施設の情報を教え
てください。

◉おはなしポケット
図書館司書さんによるおはなし会
です。
日時●6月20日金午前10時30分

◉工作「たわらころがし」
開催期間●6月24日火～6月29日日
午後1時30分～
対象●小学生以上
材料費●10円

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

　田原児童センター☎23局4761

◉みんなの様子

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◦利用時間：午前9時30分～午後5時

6 月のお休み

6月2日月、9日月、16日月、23日
月、30日月

◦お知らせ
市内の小学生以上の方を対象に、
緊急時連絡のための「利用登録」
を受付で行っています。
なお、児童センターでは
託児は行っていません。

◦

みんなでツイスターゲーム

       　　誰でも自由におむつ替えや授
乳が行えるスペースがある施設一覧は、市
ホームページでご覧いただけます。
　また施設には、皆さん
が気軽に立ち寄れるよ
う、目印となる「赤ちゃ
んの駅」ステッカーを掲
示しています。
◉子育てガイド「赤ちゃんの駅」
   http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/
facility2.html

▼子育て支援課☎23局3513　
お気軽に、ご意見などをお寄せください。
▶あて先＝〒441-3492
(住所不要）田原市役所広報たはら
　 koho@city.tahara.aichi.jp

7月21日月
児童センターまつりを
おこないます



●人身22件（86件）
●負傷21人（83人）
●死亡1人（3人）
●物損117件（466件）

●火災4件（8件）
●救急160件（719件）

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

●侵入盗1件（12件）
●乗物盗8件（17件）
●非侵入盗11件　（34件）

※（　）内の数字は平成26年の累計

田原警察署だより 田原警察署　 23局０１１０

4月

◉二輪車の安全運転をこころがけましょう！

　田原署では、田原市・愛知県と合同で自転車・二輪
車安全利用月間における啓発キャンペーンを実施しまし
た。道の駅「田原めっくんはうす」「伊良湖クリスタルポル
ト」で、春の連休をツーリングなどで楽しむ方々へ、交通
安全をPRし、次 と々道の駅を訪れる多くのライダーへ、
直接安全運転を呼びかけました。
　まだまだ自
転車やバイク
に乗るのが
気 持ちいい
季 節 が 続き
ます。ルール
を守って、運
転を楽しみま
しょう。

平成26年6月1日│　 │27
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●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
漏水かな？水量の変化に注意しましょう。

（　　）

3月 5月 7月 9月 11月 1月 3月

蛍が飛び交うきれいな川を目指しましょう。
●市内５河川の水質調査結果

汐川環境基準10㎎/ℓ以下

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

87.8%

H16～H25の過去10年間の
平均貯水率

H26の貯水率

6

今月　納税・使用料の

月6月30日

水6月25日

市・県民税
（全期・第１期分）

水道料・下水道使用料金
（４・５月分）

下水道事業受益者負担金
（全期・第１期分）

農業集落排水事業分担金
（全期・第１期分）

国民健康保険税
（第２期分）
介護保険料
（第２期分）

納期限

口座引落日

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

ジ
ュ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
取

得
者
で
、
渥
美
半
島
の
農
産
物
の
魅
力

を
発
信
す
る
応
援
隊
「
ベ
ジ
エ
ー
ル
○

○
○
」。　

２　

子
宮
頸
が
ん
の
初
期
は
、
○
○
○
症

状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

３　

○
○
○
○
○
展
望
台
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
に
伴
い
、
７
月
１
日（
火
）～
９
月

30
日（
火
）
ま
で
、
一
時
休
館
し
ま
す
。

４　

高
齢
者
が
肺
炎
に
か
か
る
原
因
の
中

で
最
も
多
い
と
い
わ
れ
る
「
○
○
○
○
球

菌
」
の
感
染
予
防
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
６
月
19
日
（
木
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
５
月
号
の
答
え
】
し
ょ
か

（
応
募
総
数
36
通
中
、
正
解
26
通
、
当
選

者
の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

1

2

3

4



ていねいに彫った版を
使い、きれいな配色で
デザインできました。

評 評
福江中学校２年

河合匠くん

ゆう　  か

牧野
  裕美
 先生

形や厚みを工夫して、や
わらかさを表現すること
ができました。

評 好きな模様を考え楽しく作れたね。数字
も上手に書けました。

じょう ず　　　か

す　　　　　  も  よう　　かんが　   たの　　　　 つく　　　　　　　　すう　じ

ていねい        お

評ちょうちょの模様が工夫して描けたね。こいの
ぼりも丁寧に折れました。

も  よう　　   く  ふう　　     　か

手ぬぐい レリーフ

福江中学校３年

木村優花さん

シールや形を使い、模様を作
るのが楽しかったよ。

あきら

福江保育園

田中彪くん（5歳）

かわいくて、きれいなちょう
ちょが描けたよ。

福江保育園

林心優ちゃん（5歳）

かたち     つか           も  よう　　 つく

　 　　  しょう

 　　　　　か たの

み　　ひろ

岡田  昌子
 先生

平成26年6月1日 │　 │28本誌は再生紙を使用しています。

65,042人　総人口

32,857人　男性

32,185人　女性

21,954世帯世帯数

32人出生 55人死亡

266人転入 218人転出

25人増減

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１88.81km2

（平成26年5月1日現在）

※増減は4月中です

本誌は再生紙を使用しています。

▼
田
原
市
に
は
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
に
最

適
な
山
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
回
登
っ
た
衣

笠
山
は
、初
心
者
で
も
楽
し
め
る
山

で
す
。初
夏
の
気
持
ち
の
良
い
空
気

吸
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。と
は
い
う
も
の
の
、運
動

不
足
の
私
は
、登
っ
て
い
る
最
中
、

と
て
も
辛
く
楽
し
む
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
が
、桟さ

敷じ
き

岩い
わ

か
ら

の
眺
め
が
す
ば
ら
し
く
、飲
む
お
茶

も
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
、少
し
だ
け

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
楽
し
み
が
理
解

で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。何
事

も
事
前
の
準
備
と
自
分
に
見
合
っ

た
レ
ベ
ル
か
ら
始
め
る
こ
と
が
大

切
だ
と
分
か
っ
た
初
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
で
し
た
。（
Ｏ
）

▼
郷
土
の
山
か
ら
の
眺
望
は
、渥
美

半
島
の
自
然
の
豊
か
さ
を
あ
ら
た
め

て
実
感
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。皆
さ
ん

も
五
感
で
感
じ
と
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。（
Ｈ
）

【
表
紙
の
写
真
】桟
敷
岩（
衣
笠
山
）
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